
令和４年度 多文化共生・国際交流補助金交付事業の概要 

 

 

市内事業 

事業名（団体名） 事業概要 

被爆体験記・原爆詩を朗読体験すること

による国際交流 

（ＰＩＬＥ) 

期 間 ①令和4年7月16日 

②令和4年11月12日 

③令和4年11月20日 

④令和5年3月11日 

場 所 ①広島国際会議場3階 

②広島平和記念資料館メモリアルホール 

③広島国際会議場地下2階コスモス② 

④広島平和記念資料館地下1階会議室2 

人 数 計73名 

内 容 広島市民及び外国人を対象に、被爆体験記や原

爆詩等の朗読を通じて被爆の実相を伝えることに

より、国際平和都市としての広島への更なる理解

を深める活動を実施した。 

English Talk by a Foreign Guest と定

期研修会 

(世界を学ぶ会) 

期 間 令和4年4月1日～令和5年3月31日 

     ※English Talk by a Foreign Guestは6回、定

例研修会は10回開催 

場 所 広島市留学生会館、広島国際会議場 

人 数 計301名 

内 容 米国人教師による英語力と国際関係等に関する

講座を開催するとともに、広島市近辺に住む外国

人を招き、各国の文化・習慣の紹介をしてもらうこと

で国際理解を深める活動を実施した。 

日米平和使節交換オンラインプログラ

ム 2022 

(NPO法人ワールド・フレッドシップ・

センター) 

期 間 令和5年2月14日～17日 

場 所 ワールド・フレンドシップ・センター 

人 数 計177名 

内 容 日米両国の様々な平和活動をオンラインで紹介

するとともに、Q＆Aセッションにおいて意見交換を

行うことで、草の根の交流を通じて国際理解を深

める活動を実施した。 

日本語教室 

（佐東にほんご教室） 

期 間 令和4年4月6日～令和5年3月29日（全41回） 

場 所 佐東公民館 

人 数 21名（年間学習登録者） 

内 容 日本語を母語としない在日外国人等を対象に、学

習者のニーズとレベルに合わせて、日常生活に必

要な日本語、職場で役立つ日本語、日本語能力

試験対策等の支援活動を実施した。 



国際学生慰霊式典 

（NPO法人HPS国際ボランティア） 

期 間 令和4年10月15日 

場 所 広島市まちづくり市民交流プラザ 

人 数 60名 

内 容 市内の教育機関に通う国内外の学生を対象に、

被爆者との交流や学生たちによる平和宣言の作

成等を通じて「ヒロシマの心」を若い世代に継承す

る活動を実施した。 

ポップアップ切り絵・中国帰国者向けの

教室 

（NPO法人虹橋の会） 

期 間 令和4年4月1日～令和5年3月31日（58回実施） 

場 所 広島市中央公民館 他11か所 

人 数 60名 

内 容 日本人、中国留学生、中国帰国者の3者が参加で

きるポップアップ切り絵教室等のイベントを通じ

て、多文化共生及び国際交流の向上を図る活動

を実施した。なお、各イベントで作成した切り絵等

は広島平和文化センター主催の「国際フェスタ」や

「重慶の日」等で展示・発表した。 

※ 上記のほか当該補助金の交付を決定していた「ぺあせろべ 2022」事業（ぺあせろべ 2022実

行委員会）は、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない状況であったことから事業を中

止したため、同実行委員会からの辞退届を受け交付決定を取り消しました。 


